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W23a V455 Andの分光観測：円盤風が矮新星アウトバーストに付随する可能性
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矮新星は白色矮星と低質量星からなる連星系で，白色矮星周りに降着円盤を形成している。この系では降着円
盤の状態がある閾値を超えると熱的/潮汐的に不安定となり，白色矮星への降着率が一時的に上昇することでアウ
トバーストが観測される (円盤不安定モデル; Osaki 1996)。矮新星アウトバーストに伴うアウトフローの明確な
観測的証拠は見つかっておらず、降着円盤からの放射が卓越した系であるとされてきた (Horne and Cook 1985)。
本講演では，すばる望遠鏡HDSを含めた 5カ所の天文台で観測された，V455 Andの 2007年のアウトバース

トの可視分光観測結果を報告する。アウトバーストのピーク付近では，single peakのバルマー系列と，440 km/s
程度のピーク幅を持つ double peakのHe II 4686Åの強い輝線が観測された。これは，食を持ち軌道傾斜角が大
きい V455 Andの降着円盤から予想される 1,000 km/s程度のピーク幅と比較して非常に小さい値である。我々
は，スペクトル形状や高降着率白色矮星を含む天体の分光観測との比較し (e.g., Honeycutt et al., 1986, Hellier
1996)，V455 Andで見られたピーク幅の小さい輝線は，円盤風由来である可能性を提唱する。加えてこれらの強
い輝線は，円盤内に非軸対称な二本腕構造が存在するとされるアウトバースト初期 5日間程度のみで観測された。
Uemura et al., (2012)によって得られた同天体・同時期の降着円盤の高さ方向の構造と比較すると，その二本腕
構造の存在する円盤位相とHe II 4686Å強度の軌道周期位相依存性に関係性が見られた。これは，二本腕構造が
円盤風の駆動メカニズムに関係している可能性を示唆する結果である。


